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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第１四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第１四半期 11,917 1.5 282 21.2 338 14.4 225 17.4

28年３月期第１四半期 11,737 4.7 233 44.3 296 32.1 191 38.4
(注) 包括利益 29年３月期第１四半期 273百万円( 32.7％) 28年３月期第１四半期 205百万円( 32.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第１四半期 25.19 ―

28年３月期第１四半期 21.46 ―
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第１四半期 29,576 20,563 69.5

28年３月期 29,495 20,415 69.2
(参考) 自己資本 29年３月期第１四半期 20,563百万円 28年３月期 20,415百万円
　
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 14.00 ― 14.00 28.00

29年３月期 ―

29年３月期(予想) 15.00 ― 15.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　
　　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 24,540 3.2 590 △2.5 690 △4.0 460 2.1 51.45

通期 49,500 2.7 1,250 2.3 1,460 0.5 1,040 0.2 116.32
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項
　

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積
りの変更・修正再表示（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期１Ｑ 9,152,640株 28年３月期 9,152,640株

② 期末自己株式数 29年３月期１Ｑ 211,489株 28年３月期 211,415株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期１Ｑ 8,941,196株 28年３月期１Ｑ 8,941,360株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、企業収益及び雇用環境は引き続き堅調に推移し、緩やかな回

復基調が継続しております。一方で、米国や新興国における経済動向の不確実性や英国のＥＵ離脱問題の影響に

よる市場の混乱など、海外要因に左右される不安定な状況が見られました。

食品業界におきましては、依然としてデフレが感じられ引き続き消費マインドは低迷しております。また、消

費者の節約志向・低価格志向は根強く、厳しい環境が続いております。

このような経営環境のもと当社グループは、昨年の方針を更に進化させ、平成28年度経営方針に「企業の質と

価値を更に高める」を掲げました。お客様を取り巻く経営環境は大きく変化しており、私たちもお客様と同じ目

線に立ち、商売繁盛のサポート役となって、一緒に課題の解決やサービスの創造に努めてまいります。そのこと

が、お客様が私たちに最も期待する「付加価値」であると捉えております。求められる期待に応えられる「質」

と「価値」を理解して実践できる人財の育成のため、その環境づくりに取り組んでまいります。

当四半期の業績は、特に新規お客様の獲得や既存お客様への深耕が進み、また、提案する商品の見直しにより

売上高、粗利益高は堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は119億17百万円(前年同四半期比1.5％増)、営業利益は2億82百万円(同21.2％増)、経常利益

は3億38百万円(同14.4％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億25百万円(同17.4％増)となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

卸売業部門におきましては、東北各県及び北関東エリアの新規得意先様の開拓、既存得意先様への更なる深耕

を図るため、製菓・学校給食・事業所給食・外食・惣菜それぞれが業種別、地域毎に専門性の高い提案会を開催

いたしました。また、お客様の人手不足対策支援として、調理工程の簡素化など利便性の高い食材の提案、仕入

先様とのより一層の協力的な関係づくり、きめ細かな物流体制の整備など、総合力で営業活動に取り組んでおり

ます。商品開発におきましては、お客様のご要望に対応した「ＪＦＳＡ」ブランドを中心とするオリジナル商品、

東北各地域の原材料を使用した地産地消商品の開発をおこない、同業他社との差別化戦略(「質」と「価値」を高

める提案力)に重点を置いた商品の提供に努めております。

この結果、売上高105億25百万円(前年同四半期比2.1％増)、セグメント利益(営業利益)は3億78百万円(同21.6

％増)となりました。

小売業部門におきましては、業務用食品専門店の主要顧客であります中小飲食店様への提案強化として、専門

商材の品揃えの充実、ご来店時の提案型の接客営業、「Ｃ＆Ｃメンバーズ・インフォメーション」や商品提案会

を通した情報発信を行い、中小飲食店様の仕入のお役に立つ店づくりに努めてまいります。また、「居酒屋・カ

フェ」業態をターゲットにした「アジア商材フェア」など、テーマを明確にした催事を全店で開催し、より楽し

く・買いやすく、そして次の来店に繋がる店づくりに取り組んでおります。その成果は主要顧客であります、中

小の飲食店会員様の来店数増加と新規会員の獲得に繋がりました。また、５月に中野栄店（仙台市宮城野区）、

６月には郡山安積店（福島県郡山市）をリニューアルして、専門性の高い品揃えの充実した店舗づくりをおこな

い、事業の活性化を図っております。一方で、改装費用の計上と、平成28年１月末に黒松店（仙台市青葉区）を

閉店した影響もあり、売上高及び営業利益は減少いたしました。

この結果、売上高13億91百万円(前年同四半期比2.5％減)、セグメント利益(営業利益)は59百万円(同23.9％減)

となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ81百万円増加し、295億76百万円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が1億55百万円、投資有価証券が5億63百万円それぞれ増加し、有価証券が6億円減

少したことによるものであります。

（負債）

負債は、前連結会計年度末と比べ66百万円減少し、90億12百万円となりました。これは主に、賞与引当金が1億

95百万円増加し、支払手形及び買掛金が2億3百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末と比べ1億47百万円増加し、205億63百万円となりました。これは主に、親会社株

主に帰属する四半期純利益2億25百万円、剰余金の配当1億25百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は69.5％(前連結会計年度末69.2％)となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成28年５月13日の「平成28年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四

半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。

　

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 929,642 1,085,018

受取手形及び売掛金 5,405,399 5,441,077

有価証券 7,000,000 6,400,000

商品 2,217,573 2,213,135

その他 508,232 446,444

貸倒引当金 △6,375 △2,873

流動資産合計 16,054,473 15,582,802

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,538,135 1,530,834

土地 3,869,384 3,869,384

その他（純額） 415,233 402,316

有形固定資産合計 5,822,753 5,802,535

無形固定資産 45,879 64,449

投資その他の資産

投資有価証券 6,302,838 6,866,739

その他 1,274,791 1,265,673

貸倒引当金 △5,655 △5,815

投資その他の資産合計 7,571,974 8,126,596

固定資産合計 13,440,607 13,993,581

資産合計 29,495,080 29,576,383

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,960,330 6,757,116

短期借入金 590,000 590,000

未払法人税等 210,300 169,900

賞与引当金 285,466 480,472

その他 776,961 741,779

流動負債合計 8,823,058 8,739,268

固定負債

役員退職慰労引当金 193,348 197,305

退職給付に係る負債 20,805 22,501

資産除去債務 32,102 32,130

その他 10,015 21,499

固定負債合計 256,271 273,436

負債合計 9,079,330 9,012,705
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,405,800 1,405,800

資本剰余金 1,441,717 1,441,717

利益剰余金 17,742,724 17,842,812

自己株式 △187,952 △188,032

株主資本合計 20,402,288 20,502,297

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 51,336 94,207

退職給付に係る調整累計額 △37,874 △32,826

その他の包括利益累計額合計 13,462 61,380

純資産合計 20,415,750 20,563,678

負債純資産合計 29,495,080 29,576,383
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 11,737,644 11,917,087

売上原価 9,731,857 9,795,417

売上総利益 2,005,787 2,121,670

販売費及び一般管理費 1,772,393 1,838,743

営業利益 233,393 282,927

営業外収益

受取利息 35,170 30,835

受取配当金 5,009 4,036

持分法による投資利益 9,023 7,740

受取賃貸料 13,247 13,275

その他 4,624 3,909

営業外収益合計 67,074 59,796

営業外費用

支払利息 713 651

賃貸収入原価 3,397 3,091

営業外費用合計 4,111 3,742

経常利益 296,357 338,981

特別利益

固定資産売却益 ― 153

特別利益合計 ― 153

特別損失

固定資産除却損 622 3,939

特別損失合計 622 3,939

税金等調整前四半期純利益 295,734 335,195

法人税、住民税及び事業税 129,617 168,067

法人税等調整額 △25,804 △58,137

法人税等合計 103,813 109,929

四半期純利益 191,920 225,265

親会社株主に帰属する四半期純利益 191,920 225,265
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 191,920 225,265

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,936 42,870

退職給付に係る調整額 943 5,047

その他の包括利益合計 13,880 47,918

四半期包括利益 205,801 273,183

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 205,801 273,183

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２卸売業部門 小売業部門

売上高

外部顧客への売上高 10,309,727 1,427,917 11,737,644 ― 11,737,644

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,309,727 1,427,917 11,737,644 ― 11,737,644

セグメント利益 310,928 77,609 388,538 △155,144 233,393

(注) １．セグメント利益の調整額△155,144千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２卸売業部門 小売業部門

売上高

外部顧客への売上高 10,525,572 1,391,515 11,917,087 ― 11,917,087

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,525,572 1,391,515 11,917,087 ― 11,917,087

セグメント利益 378,243 59,032 437,276 △154,348 282,927

(注) １．セグメント利益の調整額△154,348千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

決算短信（宝印刷） 2016年08月04日 11時11分 8ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



㈱サトー商会(9996) 平成29年３月期第１四半期決算短信

― 9 ―

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価

償却方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお，当該変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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